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令和３年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 数学 B Standard （東京書籍） 

副教材等 WRITE 数学 B （東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ｂでは、「数列」「ベクトル」といった新しい内容や考え方を学習していきます。そのため、

次の３点を大切にして学習を進めていきましょう。 

 

①授業の説明を集中して聞き、問題としっかり向き合い、理解できるように心がけること 

 授業では毎回、新しい数学の考え方を説明します。そして、それを使っていろいろな問題を解い

ていきます。授業中に出題される問題に積極的に取り組み、説明されたことを理解していってくだ

さい。他の受講生と一緒に考え、教え合うことも、理解するための有効な手段です。意識して取り

組んでください。 

 

②復習に力を注ぎ定着させる 

 毎回、必ず授業の復習に取り組んでください。授業中で理解ができたつもりでも、その後、誰に

も聞かず、何も見ずに一人だけで解くことは、簡単ではありません。さらに、時間が経てば忘れて

いってしまいます。授業直後の復習だけでなく、２～３日経過してからの復習等、数回にわたって

の復習にも取り組みましょう。具体的な復習方法については、③を参照してください。 

 

③問題集ノートを作って普段から問題演習に取り組み反復練習する 

 授業で扱った問題や関連した問題が集約された問題集を副教材として使用します。授業でやった

内容と関連する問題を自身で解き進めるようにしてください。そして、一度解いて終わりにするの

ではなく、時間を明けて何度も反復することで、一人で問題を解けるようになっていきましょう。 

 

以上を踏まえて、しっかりと自分なりの方法で数学と関わっていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数列、平面上のベクトル、空間のベクトルについての基礎的な知識や技能を習得します。 

また、事象を数学的に考察する力を培い、数学のよさを認識できるようにします。さらに、それらを活

用する力を身に付けることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考え

方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観

点

の

趣

旨 

数列、ベクトルの考え

方に関心をもつととも

に、いくつかの自然界

の法則が数学によって

明らかにされているこ

とを認識し、それらを

事象の考察に活用しよ

うとする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・

発展的に考えたりする

ことなどを通して、数

列、ベクトルにおける

数学的な見方や考え方

を身に付けている。 

数列、ベクトルにおい

て、事象を数学的に表

現・処理する仕方や推

論の方法などの技能を

身に付けている。 

 

数列、ベクトルにおけ

る基本的な概念、原

理・法則などを体系的

に理解し、知識を身に

付けている。 



評

価 

方

法 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

単元テスト 

定期テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、期末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前
期
／
後
期 

数 
 

列 

数列とそ

の和 

数列 ○ ○ ○ ○ a:数列とは何かを理解すること。 
 用語を理解すること。 
b:必要な公式を導き出すこと。  
c:公式を理解し、一般項を求める
こと。 

d:数列がどのように使われてき
ているかを理解すること。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

等差数列 ○ ○ ○ ○ 

等比数列 ○ ○ ○ ○ 

いろいろ

な数列 

いろいろな

数列の和 

○ ○ ○ ○ a:いろいろな数列の数的な変化
を理解すること。 

 用語を理解すること。 
b:必要な公式を導き出すこと 。 
c:公式を理解し、一般項を求める
こと。 

d:いろいろな数列がどのように

使われてきているかを理解す

ること。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

階差数列 ○ ○ ○ ○ 

数列の和と

一般項 

  ○ ○ 

数学的帰

納法 

数列の帰納

的定義 

○    a:数列の帰納的な定義を理解す
ること。 

b:数学的帰納法の証明方法を論
理的に考察すること。  

c:数学的帰納法の方法を身につ
けること。 

d:数列がどのように使われてき

ているかを理解すること。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 
数学的帰納

法 

○ ○ ○ ○ 



平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

平面上の

ベクトル 

ベクトルと

その意味 

○   ○ a:ベクトルとは何かを理解する
こと。 

 演算、用語を理解すること。 
b:平行、垂直の概念を、ベクトル
を用いて考察すること 。 

c:内積の利用。 
d:ベクトルがどのように使われ
てきているかを理解すること。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

ベクトルの

演算 

○ ○ ○ ○ 

ベクトルの

成分 

 ○ ○ ○ 

ベクトルの

内積 

  ○ ○ 

ベクトル

の応用 

位置ベクト

ル 

○  ○ ○ a:ベクトルの考え方の応用を理
解すること。 

b:平行、垂直の概念をベクトルを
用いて考察すること  

c:内積の利用。 
d:ベクトルがどのように使われ
てきているかを理解すること。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

いろいろな

応用 

○ ○ ○  

ベクトル方

程式 

 ○ ○ ○ 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

空間のベ

クトル 

空間の座標 ○   ○ a:３次元空間を認識できること。
３次元ベクトルとは何かを理
解すること。 

 演算、用語を理解すること。 
b:平行、垂直の概念が平面上のベ
クトルと同じように考察でき
ることを理解すること。  

c:内積の利用。 

d:ベクトルがどのように使われ

てきているかを理解すること。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

空間のベク

トル 

  ○  

位置ベクト

ル 

 ○   

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


